
 

 

男女共同参画推進連携会議における共催事業報告について 
 

2009 年 12 月 7 日 
ＮＰＯ法人 J-Win 
事務局長 宿谷昇司 

報告内容 
１．概要 
２．セミナー内容 
３．開催結果 
=========================== 
１．概要 
名 称：内閣府・男女共同参画推進連携会議・ 

NPO 法人 J-Win・ノルウェー王国大使館共催セミナー 
   ノルウェー女性エグゼクティブ育成プログラム“Female Future”とその効果 
目 的：男女共同参画の分野では世界随一の先進国であるノルウェーにおいて、上場企業の取締

役会における女性比率が４４％と驚くべき実績をあげた背景にある女性育成プログラム

「Female Future」の開発経緯、内容、現場へのインパクトを紹介することにより、立

遅れている日本の女性管理職の育成・登用についてのヒントを得る。 
対 象：企業の人事担当者、ダイバーシティ推進担当者、役員、女性管理職、国・地方自治体の

関連部署の方、大学などの研究者の方 
日 時：2009 年 9 月 15 日(火) 15:10-19:05 
場 所：（財）女性労働協会 女性と仕事の未来館 ４階ホール 
主 催：内閣府・男女共同参画推進連携会議・NPO 法人 J-Win・ノルウェー王国大使館 
 
【プログラム】 
15:10   オープニング ノルウェー王国大使館公使参事官トール・ダールストロム氏 ご挨拶 
15:15   ご講演「女性をボードルームへ」～カーリ・ミンゲ氏  
                      ノルウェー経営者連盟（NHO）シニア・ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ 

                       ”Female Future”プロジェクト責任者 

16:05   ご講演「Female Future のインパクト」～マリアン・カールセン氏 
                       ボルグ・スヴァークストロム AS 社 CEO 

17:10   パネルディスカッション 
   「女性役員として自分がどう変わったか、女性役員によって会社がどう変わったか？」       

   ファシリテーター:日本たばこ産業㈱ 執行役員 永田 亮子 氏 

   パネリスト   :㈱リクルート   執行役員 長嶋 由紀子 氏 

      日産自動車㈱   執行役員 星野 朝子 氏 

        カーリ・ミンゲ氏、 マリアン・カールセン氏 

18:45    クロージング            J-Win 副理事長 上村 直子  

 
 



 

 

２．セミナー内容 
■ご講演「女性をボードルームへ」～カーリ・ミンゲ氏 
・男女共同参画先進国であるノルウェーの概要・各種制度 
・Female Future のプログラム開発までの経緯とその効果 
 
■ご講演「Female Future のインパクト」～マリアン・カールセン氏 
・実際にプログラムを受講した感想の他、ご自身の経験談 
・「女性を研修に参加させる場合は『あなたは選ばれた人だ』と言うと効果的」 
・「ネットワーキングの重要性」 
・「仕事と家庭のバランスをとることの大切さ」 
主な質疑：「ノルウェーにおける出産後の女性の離職に対する対策」「育児休暇を経て復職する女

性社員の平均育休」「女性比率 40％の今後の継続性」「優秀な若手のポスト確保への取り組み」 
 
■パネルディスカッション「女性役員として自分がどう変わったか、女性役員によって会社がど

う変わったか？」 
主な質疑：「ネットワー

ク作りのために必要な

努力は何か？」「キャリ

アアップを目指して現

在のポジションにいる

のか、それとも偶発的

なのか？」 
ご講演・パネルディスカッションの内容詳細につきましては是非 J-Win ホームページをご覧ください。  

http://www.j-win.jp/promote/091009.html 
 
３．開催結果   参加者数  161 人   アンケート回答者数  109 人 （回答率 68％）  
 
 
 
 
 
＜アンケートの主なコメント＞ 
・個人の経験をふんだんに盛り込んで下さり、興味深く聞けた。 
・カーリさんとマリアンさんのご講演のあとに長めの質疑応答の時間があったので良かった。 
・日本とノルウェーで大きな違いは無いと感じた。ノルウェーも自然発生的ではなく国･行政のサ 
ポートが必要であったことは意外だった。 
・役員以上の方のお話を聞くことはなかなかないので、ヒントが色々とあった。 
・ありのままの姿を話していただき、４人とも非常に魅力的に感じた。 
・日本の第一線企業で活躍する女性も肩肘張らず自然体で本音で話してくださるようになったと 
実感した。                                   以上 


